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ビスマルク海のマヌス海盆の熱水噴出孔域に生息するゲンゲ科

の新属新種

町田吉彦・橋本 惇
本論文 49(1):1-6

ビスマルク海のマヌス海盆の水深 1623mか ら1971mの熱水噴

出孔域で得られた8個体に基づき,ゲング科の新属新種ゥЮ″―

ε
“
S“α″
“
Sα″
“
Sを記載した。本属は鱗を欠く既知の属から,眼下

骨が5, 眼下孔が6ないし7,体がゼラチン質,頭部に乳頭J大突

起がない,鯉孔が大きく,下端は胸鰭基底を越える,眼後孔が

3,上佃1頭孔が 1,腹鰭条が2ま たは3,口蓋骨 0外翼状骨・内

翼状骨系列が脆弱,前鋤骨歯と口蓋骨歯がある,擬鯉と側線が

ない,幽門垂がある,胸鰭条が 16な いし17,脊椎骨が22-23+

56-59=78-81で あることで識別される。本属は熱水噴出孔域

に生虐、するゲング科魚類として記載された第3番目の属である.

(町田 :〒 780-8520 高知市曙町 2-5-1 高知大学理学部自然

環境科学科 ;橋本 :〒 237-0061 横須賀市夏島町 2-15 海洋

科学技術センター)

鱗食魚フエカワムキ_被食魚と口の左右性 (フ グロギマ亜目)

中江雅典・佐々木邦夫

本論文 49(1):7-14

深海性魚類フエカワムキ (ベニカワムキ科)の消化管内容物

を観察した。土佐湾と九州―パラオ海嶺産の48標本から合計

55,042枚の鱗が得られた。これらの鱗は19タ イプに分類され,

14タ イプに関しては科から種のレベルで同定が可能であった。

消化管内の鱗の組成は両産地間でおおきく異なり6タ イプのみ

が共通して出現した。土佐湾産標本ではニギスが,九州―パラ

オ海嶺産標本ではロウソクチビキが出現頻度・出現枚数ともに

それぞれ優占していた。鱗の形態からフエカワムキは被食魚の

尾鰭とその基底付近の鱗を主に摂餌していると判断された。本

種の長い管状の吻は体を相対的に後方に保持した状態で鱗の奪

取を可能にし,被食魚によって発見される機会を低くおさえて

いると考えられた.本種の回は様々な角度で左右にねじれてい

た。角度と体長には相関関係はなかった.それぞれのねじれ角

度に応じた襲撃上の最適戦術があるならば,多様な角度は多様

な襲撃パターンを生みだし,その結果,被食魚による警戒上の

学習を困難にしている可能性が考えられた.

(〒 780-8520 高知市曙町 2-5-1 高知大学理学部海洋生物学

研究室)

西オーストラリア沖から得られたクラカケザメ科の1新種乃″s―

りJJJ″″りψαrSliaα c“ Jα′
“
″

後藤友明 O Peter R.Last

本論文 49(1):15-20

西オーストラリア沖の大陸斜面から得られた3個体に基づき,

クラカケザメ科の 1新種λ″sヮ′′J"“ ψακJ“αεノα′γ
“
を記載 し

た。本種は頭長が全長の 16%を越えること,眼径が頭長のH%
を越えること,胸鰭前縁長が全長の 10%を 越えること、背鰭が

高 く,先端が尖ること,上顎歯列が43か ら49であること,大 き

な褐色の斑紋がまばらに存在すること,鯉孔上にある暗色の鞍

状斑紋が極めて不明瞭であることにより,同属のすべての種か

ら識別される。

(後藤 :〒 026-0001 岩手県釜石市大字平田 3-75-3 岩手県

水産技術センター ;Last:Commonwealth Sciencc&Indust五 al Rc―

scarch Organization, Division of lⅥa五 ne Research, Castray Es―

planade,Hobart,7001,Australia)

フィリピンから得られたホタルジャコ属の1新種

山野上祐介・松浦啓―

本論文 49(1):21-24

フイリピン。ネグロス島デュマゲッテイの魚市場より得られ

た2個体の標本に基づきホタルジャコ科ホタルジャコ属の1新種

И
"叩
ο
“
α bο力θ′

`刀

s,sを記載した。本種は肛門が 臀鰭起部よりも

腹鰭起部近 くに位置することや,発光器の発光腺 (luminOus
gland)が喉部から臀鰭基底部まで延長すること,倶1線前半部と

その周辺部, 躯幹部腹側に櫛鱗,それ以外の部分に円鱗を持つ

こと,臀鰭第 1担鰭骨の前面に筒状部や溝を持たないこと, さ

らに体高 (体長の31-33%),頭長 (体長の40-42%),お よび眼

富径 (体長の 13-14%)等 の特徴の組み合わせによって同属の

他種から区別できる。

(山 野上 :〒 169-0073 東京都新宿区百人町 3-23-1 東京大

学大学院理学系研究科生物科学専攻・国立科学博物館動物研

究部 ;松浦 :〒 169-0073 東京都新宿区百人町 3-23-1 国立

科学博物館動物研究部 )

ヒメロの 1新科 1新属の記載およびヒメロ内の類縁関係の再検

討

佐藤友康・中坊徹次

本論文 49(1):2546

ヒメロの新科Paraulopidac(ナ ガアオメエソ科 ;新称),新属

乃″夕′″夕s(ナ ガアオメエソ属 ;新称)を記載 した。本新属は

オグロアオメエソR nigripinnis(Ginthet 1878)を タイプとしてナ

ガアオメエ ソP θbわ″g夕s(Kamohara,1953),モ ンアオメエ ソ

Pノηο″jε夕S(Kamohara, 1956), P ″αεツ′α′
"s(Kotthaus, 1967),

P ′ega″グJ(Fourrianoir and Rivaton, 1979),Pb旅アツJЮsrrお (Four―
manoir,1981), イ トヒキアオメエ ソP/ル

“
θ′′οs夕s(Okamura,

1982)お よび モンツキアオメエソPα′bttαεタル′ッs(Okamura,

1984)の 8種を含む。本新属魚類はこれまで同目のアオメエソ科

アオメエソ属 (ChlorOphthalmidac,C力 ′銘

"力

′力α′
“
夕s)に含まれて

いたが,外部形態において倶1線上方横列鱗数が2.54.5である,
上主上顎骨を欠く,外歯叢がない,舌歯は大歯状である,肛門

和文要旨
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周囲に発光器がない,各横列鱗の鱗嚢前縁は繋がらない,尾柄

はより細いことでアオメエソ属から明瞭に分離される.ま た,

ナガアオメエソ属のヒメロ内での系統的位置を推定するためlol

個の形態形質を用いてヒメロ内のH科 20属 とともに系統類縁
関係を推定したところ,ナ ガアオメエソ属はBaldwin and John¨

SOn(1996)が提唱したエソ亜目 (SynOdOntOidei)と 姉妹群関係に

あることが推定され,両者の単系統性は主上顎骨に口蓋骨関節

面を欠く,第 4上鰍骨は後端が拡張し鉤上突起を有する,尾鰭

鰭条に特異な分節を持つ,尾鰭椎前方の神経・血管棘が幅広
い,胸鰭内倶1の深内転筋を2要素持つ,胸鰭第2鰭条の内側起

部は退縮することの6イ固の共有派生形質で支持された。Baldwin

and Johnson(1996)に よってボウエンギョ亜目 (Giganturoidei)に

移されたオニアオメエソ属 oαゎ欄z″ JルS)は彼らのアオメエソ

亜目(ChlorOphthalmoidei)と 姉妹群関係をなした.さ らにフデエ

ソ科 (Notosudidac)と チヨウチンハダカ科 (IpnOpidac)か らなる単

系統群と姉妹群関係にありながらも,彼らが階級未設定にした

Bα′わ石α卿叩Sな の系統的位置については彼らと同様の結果が得ら

れた。これらをふまえ,得 られた分岐関係から,ナ ガアオメエ

ソ属をエソ亜目に,オニアオメエソ属とBathysauropsisを アオメ

エソ亜目に含め,それぞれに科階級を与え,後 2属 にはそれぞ
れBathysauroiddac(オ ニアオメエソ科 ;新称)と BathySauropsi―

dacを提唱し,エソ亜目とアオメエソ亜目を再定義した。

(佐藤 :〒 606-8502 京都市左京区北白川追分町 京都大学農
学研究科応用生物科学専攻 ;中坊 :〒 606-8501 京都市左京

区吉田本町 京都大学総合博物館)

ツバメコノシロ科ミナミコノシロ属魚類の分類学的再検討

本村浩之 。岩槻幸雄・木村清志・吉野哲夫

本論文 49(1):47-61

ツバメコノシロ科ミナミコノシロ属魚類の分類学的再検討を

行った.従来本属魚類はEル
"′

ヵθ″
“̀“
αたrraあεノα

“
(Shaw,

1804)と 二′″jあεクル
“
(BLCkeち 1845)の 2種のみが有効種である

と考えられていた.ミ ナミコノシロ属に含まれる全5公称種

(fbレグαεケルSr力αグJ″
"s Jordan and Evermann,1902,乃

″κι

“

ZS Cο―

`θ

zs Macleay,1878,乃 レ″ι
“

ZS′θrjα Hamilton,1822,乃 レ″θ
“

ZS

′物 あ
`ヴ
ZS,お よびわレκ

`“
″S″渤
“
ヴ
“
s)を 調査 した結果 ,

E.励αグjκγ
“
(標準和名ミナミコノシロ),E.た施あεノ

"“
,お よ

びE.″ Jグαθブ
"“
の3種 が有効種であり,残 りの2公称種は

E.た施あεヶ′
"“
の新参同物異名であると判断した。東南アジア

に分布する二″Jααθク′
"“
はその他の2有効種と比較して,鋤骨

の両側に脱落性の歯板を欠くこと (後者では,少なくとも標準

体長70 mm以上の個体では,歯板を有する),第 2背鰭軟条数
が少ないこと (最頻値 13 vs.14),胸 鰭遊離軟条数が少ないこと

(3 vs.4),お よび鯉把数が少ないこと (最頻値 8 vs.E.乃αグj“α
“

では12,E。 翅″力θヴ
"“
では13)な どから容易に識別できる.

東アジアの固有種二 rヵαグJ″夕″はこれまでインド・西太平洋に広

く分布する二′α″あεクル
“
の新参同物異名として扱われてきた

が,後者と比較して有孔側線鱗数が著しく多いこと (最頻値 95

vs.後者では73),側線上方/下方横列鱗数が多いこと (12/16 vs.

10/14),お よび生鮮時の胸鰭が著しく黒いこと (vs。 明るい黄

色,た だし標準体長350 mmを越える個体では黒ずんだ黄色 )

などから容易に識別できる。本研究ではこれら3有効種を詳細

に記載し,各種の種内変異 (地理的変異を含む)と 成長に伴う

形態的変化について記載・考察した.さ らに,Eルタ励θЮ
“̀“
αの

属の再定義も行った。

(本村・岩槻 :〒 889-2192 宮崎市学園木花台西 1丁 目1番地

宮崎大学農学部生物環境科学科 ;木村 :〒 517-0703 三重県

志摩郡志摩町和具私書箱 H号  三重大学生物資源学部附属水
産実験所 ;吉野 :〒 903-0213 沖縄県中頭郡西原町千原 1 琉

球大学理学部海洋自然科学科)

スナヤツメ幼生の生息場所選択

杉山裕子 0後藤 晃
本論文 49(1):62-68

スナヤツメ (北方型)幼生の生息場所選択性を明らかにする

目的で, 自然小河川での生態調査および水槽内における選択実

験を行った。北海道南東部に位置する紋別川での幼生の採集調

査によって,幼生は調査流域内の砂泥底に主に分布することが

示された.JacObsの 選択指数による解析を行った結果,幼生は

水深が浅く,流れが緩やかで細かい底質粒度からなる場所に選

択的に生虐、することが明らかになった。小型幼生 (≦ 5cm)と 大

型幼生 (>5cm)の生息場所選択の比較から,大型幼生は小型幼

生よりもより幅広い水深と底質粒度の場所にも生虐、することが

示された.微生息場所の物理的環境要素に対する選択性に関す

る野外調査と水槽実験によって,小型幼生では細かい粒度の底

質が最も重要であるのに対して,大型幼生では水深と砂泥の深

さがより重要な生息環境要素であることが明らかになった.ス

ナヤツメ幼生における好適な生息場所の物理的環境特性につい

ての本研究結果は,希少種に指定されている本種の個体群の保

全に必要な好適な生息場所復元の試みに役立つと考えられる.

(〒 041-86H 函館市港町 3-1-1 北海道大学大学院水産科学

研究科育種生物学講座)

ハゼ科 Q″″
`“
″
“
SC“θα′″s Wongratanaの再記載,ハゴロモ

ハゼ属″ンだli4α の再定義ヮ種の検索,および系統関係に関する

コメント

Richard Winterbottom

本論文 49(1):69-75

ハゴロモハゼ属劇レθrsJ“αを次の特徴により再定義した。1)少

なくとも成魚の雄で第 1背鰭力Y申長すること;2)前鯉蓋骨上に

2つの感覚孔があること;3)鯉膜は腹中線上で癒合すること ;

4)体が円鱗に被われること;5)背鰭前方の正中線上が無鱗で

あること。本属はこれまでイトヒキハゼ属ぉぃθεθ4″ZSに含ま

れていた4種 (`Ct ε″θαルs,イ トヒキハゼ`Ct夕′r,`Ct′κ′θ―

rJγsJな らびに`Ctノα
“
gJJ)を 含むことになる.このハゴロモハゼ

属に関する概念は, これまで本属に分類されていた3種 (ハ ゴ

ロモハゼMl“αθЮs′θ
“
α,M′α6カ″θr,な らびにクロオビハゼ

Mκな Jツ Jrga″ )を保持する。最近記載された″″だJ“α ttrsοκαθ

は本研究でネジリンボウ属勝θ″rbJηSに属することが明らかに

なった.これら2属 は明らかに単系統群を形成するが,単系統

性がまだ確証されていないハゴロモハゼ属の何種かは,ハ ゴロ

モハゼ属の他種よリネジリンボウ属により近縁である可能性は

残る。

(Centre fOr Biodiversity and Conservation Biology9 Roya1 0nta五o
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Muscum,100 Queenゝ Park,Toronto,Ontano,Canada M5S 2C6)

胃内容物分析に基づくアオヤガラ個体の短期間の採餌パターン

竹内直子・橋本博明・具島健二

短報 49(1):76-80

南日本の口永良部島の浅海域で採集した75尾のアオヤガラの

胃内容物を分析した.多 くのアオヤガラが多様な餌を捕食して

いた.餌はほとんどが魚類であり,pelagic typeと reeftypeの 2つ

のタイプに分けられた.餌の大きさはアオヤガラの大きさに伴
って増大した。体長が50cm以下のすべての小サイズ個体は小

さいreef ishのみを捕食していた.しかしながら,体長50cm以

上の大サイズ個体のほとんどがpelagic nshも しくはreef ishの い

ずれかを捕食していた.両方の餌魚は浅海域に同時的に出現し

たことから,ほ とんどの大サイズ個体はどちらかの餌を選択的

に探すだろうと考えられた.

(〒 739-8528 東広島市鏡山 1-4-4 広島大学生物生産学部水

産資源学講座)

Burnt otolithの蛍光観察によるマアナゴの新しい年齢査定方法

片山知史・石田敏則・後藤勝弥・飯塚景記 0刈田啓史郎

短報  49(1):81-84

仙台湾に生息するマアナゴの年齢と成長を明らかにするため

に,耳石を用いた年齢査定法を開発した.マアナゴの耳石 (扁

平石)に ,熱処理を施した後に中心核を通る切片を作成した.

蛍光顕微鏡を用いて観察を行ったところ,熱処理を施した耳石

には,照射波長が380 nmの 時に最大の蛍光を発する明瞭な輪紋

が確認された.仙台湾福島沖において漁獲されたマアナゴの耳

石の輪紋は,主 に6月 -8月 に形成されており年齢形質であるこ

とが確認された.採集されたマアナゴは,主に1+4+の個体で

構成されていることが半J明 した◆

(片山 :〒 981-8555 仙台市青葉区堤通雨宮町 1-1 東北大学

大学院農学研究科 ;石 田 :〒 976-0022 相馬市尾浜字追川

1卜2 福島県水産試験場相馬支場 ;後藤 :〒 960-8670 福島
市杉妻町 2-16 福島県農林水産部 ;飯塚 :〒 986-0031 石巻

市南境新水戸 1 石巻専修大学理工学部 ;刈 田 :〒 980-8575

仙台市青葉区星陵町4-1 東北大学大学院歯学研究科)

トウゴロウイワシ科働わ s″
“
α属3種の核型分析

MIanuel Uribe¨ Alcocer9 Hugo 01vera‐ GracFa and

PIndaro DFaz口 JalIIles

匁三幸風  49(1):85-88

メキシコ産 トウゴロウイワシ科類3種 ,aJЮ s′。
“
α θs′Or,C

ρα″θ
“
αЮおよびGブ銘あ″Jの核型分析を行った。C θs′θrと G

ノ銘あ″Jの染色体数はともに2N=48,NF=68であつたが,核型は

異なっていた.こ れらの種は形態的特徴やアロザイムの特徴が

原始的であると言われており,2種のもつ核型の一方が働 JЮ s―

ゎ
“
α属魚類の祖先的核型に類似していると推察される.動 JЮ s―
′0“α ρα″ε

“
α
“
の核型 (2N=44,NF=44)は 他の2種 と大きく異な

っていたが, これは本種が固有の分布域をもち, また,他の2

種と比較して個体群が小さいことと関連しているのかもしれな

い.

(InStitutO de Ciencias del Mar y Limnologia,LINAM,Apartado

Posta1 70-305,M6xico,Do R 04510,M6xico)

カレイロ魚類 Solea soleaと Scophthalmus maximusに おける頭蓋

骨上背鰭の個体発生

France Wagelmans O Fran9ois Chapleau O J.Andrew Cooper

短報 49(1):89-92

ササウシノシタ科肋′θα sοルαとScOphthalmidacの ■■ ′力α腸
“
S

“
αJ“
“
sの飼育仔魚に基づいて, これらの頭蓋骨上背鰭は個体

発生を通 じて近位担鰭骨が前方に向かって転移することよって

形成されることを明らかにした.頭蓋骨上背鰭は個体発生の早

期に完成し,近位担鰭骨の前進は眼の移動後に終了する。両種

ともに,第 1,第 2近位担鰭骨は癒合 し変形担鰭骨 (e五 sma)を

形成する。この変形担鰭骨はS sοルαの方がかなり長 く, よく発

達する.さ らに,S sθ′θαでは第2腹椎骨の神経棘が頭蓋骨の耳

殻域を被うように湾曲し,第 1腹椎骨の神経弓門は未完成の状

態であった.

(Wagemans:Laboratoire de Morphologie fonctionnelle et 6volut市 e,

Universitё de Li6ge,Institut de Chirrlic(B6),Sart― Tlllrlan,B-4000

Li6ge,Belgique;Chapleau・ Cooper:Ottawa― Carleton lnstitute of Bi―

ology9 Department of Biology9 University of Ottawa,RO.Box 450,

Station A,Ottawa,Onta五 o,KlN 6N5,Canada)

日本産クロメダイの仔稚魚の記載

岡本 誠・井田 齊・杉崎宏哉・栗田 豊
短報 49(1):93-96

本州東北沖より採集された標本に基づき,ク ロメダイ b_
θ力′″Sわθわ′g′ο″Jの仔稚魚の形態を記載し,北東大平洋産仔稚

魚の記載と比較した。前屈曲期仔魚 (5。7mm BL)の体型はやや

細長いが,その後,成長するに伴い体高は高くなった。体長約

H mmで屈曲が完了し,後屈曲期仔魚の15.41rm BLで は全て

完成した鰭条を有していた。頭部周辺棘では,後屈曲期仔魚の

前鰍蓋骨に微小棘が見られた.その後,稚魚期では間鰍蓋骨と

下鰍蓋骨にも出現し,いずれもその縁辺は弱い鋸歯状となって

いた。成魚の上尾骨は2本であるが,仔魚期には3本出現し,
稚魚期の約40 mmの個体で第2,第 3上尾骨が融合して,そ の

後 1本となることが半J明 した。

(岡本・井田 :〒 022-0101 岩手県気仙郡三陸町越喜来字鳥頭

1604 北里大学水産学部 ;杉崎・栗田 :〒 985-0001 宮城県
塩釜市新浜町 3-27-5 独立行政法人水産総合研究センター東

北区水産研究所)

ミトコンドリアND2遺伝子による Nelson(1994)の Kyphosidae

の単系統性についての再検討

柳下直己。小林敬典 。中坊徹次

本論文 49(2):103-108

メジナ属 GJ″′′α,イ スズミ属約p力οs"S,■οψおおよび幾つか

の分類群は従来近縁であるとされ,Nelson(1994)は これらを

Kyphosidac内 の異なる亜科としているが,Kyphosidacの 単系統

性は明らかにされていない。一方Johnson and F五 tzsche(1989)は

それらの分類群に加えて,カ ゴカキダイ科MicrOcanthidac,ユ ゴ
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イ科Kuhliidac,ArHpidac,イ シダイ科Oplegnathidac,シ マイサキ科

Terapontidacお よびイボダイ亜目Sttomateoidei内の科はramus lat…

eralis accesso五 us(RLA)の第 10型 を共有するため単系統群を構

成するだろうと提唱した。本研究ではNelson(1994)の Kyphosi‐

dacの単系統性を検討するため, ミトコンドリアDNAの ND2遺

伝子の部分塩基配列 (678塩 基対 )を 基に,Johnson and
F五tzsche(1989)に よるRLAの第 10型 を持つ分類群間の系統関

係を推定した.そ の結果, タカベ属 Zαb“εοg′οssα―ScοψJs,

イシダイ属 Q残留
“
滋
“
S,イ スズミ属約′乃οs“S,ユゴイ属胸あ′Jα ,

カゴカキダイ属Z汐
“
α″励
"sそ
してメジナ属 GJ″′たが比較的高

い支持率で単系統群を構成したが,Nelson(1994)の Kyphosidac

の単系統性を支持する結果は得られなかった.ま た,RLAの 第
10型 を共有する分類群は単系統群を構成したが,単系統性をよ

り明らかにするためにはさらに多くのスズキロ魚類を解析に加

える必要がある.

(柳下・中坊 :〒 60←8501 京都市左京区吉田本町 京都大学
総合博物館 ;小林 〒516-0193 三重県度会郡南勢町中津浜
浦 水産庁養殖研究所)

イワトコナマズの繁殖特性

前畑政善

本論文 49(2):109-113

1989-1994年の4-7月 に,琵琶湖水系固有種であるイワトコ

ナマズの産卵生態を, ビワコオオナマズの産卵場でもある琵琶

湖から流出する瀬田川の岩場で調査した。本種の産卵は, ビワ

コオオナマズのそれ (5月 中旬-7月 中旬)に比べてやや早く5

月上旬に始まり,以後 7月 中旬まで真夜中に水深5-70 cmの 浅
い岩場で行われた。本種は, ビワコオオナマズと違って水位の

上昇とは関係せずに,低い水温で産卵する傾向にあった.一晩
に出現する個体数は,ビワコオオナマズ (1_45個体)と比較し

て,8個体以下と少なかった.本種はビワコオオナマズが出現ま

たは産卵する夜によく出現,産卵する傾向が認められたが,そ
の場合に本種はビワコオオナマズとの産卵場をめぐる競争を避

け, ビワコオオナマズと離れた場所で,あるいはビワコオオナ
マズが繁殖活動を休止させた場合に産卵した.本種が産卵する

夜をビワコオオナマズが産卵する夜と同調させることは,捕食

者の目を自分たちの卵からそらせ,卵の生残率を高めるうえで

効果があるのかもしれない.

(〒 525-0001 滋賀県草津市下物町1091 滋賀県立琵琶湖博物

館研究部)

形態学に基づくタイ上科魚類の系統

Kent E.Carpenter・ G.David Johnson

本論文 49(2):H4-127

タイ上科はイトヨリダイ科,フ エフキダイ科,タ イ科および

セントラカンサス科からなるとみなされている。厳密な分岐解

析はなされていないが,これら4科の類縁関係について2つの仮

説が提唱されている。伝統的な手法に基づく初期の見解では,

タイ科を原始的なイトヨリダイ科とより派生的なフエフキダイ

科の中間的な段階にあると考えた。後の系統仮説では,タ イ科

とフエフキダイ科が他科に比較しより密接な類縁関係にあるこ

とが示唆された。本研究ではタイ上科に含まれるすべての属

(45属 )と 4外群について骨格系,靭帯および鱗を観察し,54
形質を得た.分岐分析の結果は初期の見解の分岐論的な再解釈

に一致した.すなわち,イ トヨリダイ科はフエフキダイ科およ

びタイ科+セ ントラカンサス科がなす群と姉妹関係を形成する.

なおセントラカンサス科はタイ科内の一部に取り込まれる.

(Carpenter Department of Biological Sciences,Old Dominion Uni…

versittt Norfolk,Virginia 23529,UoS.A.;Johnson:Division ofFishes,

National Museum of Natural History9 Snlithsonian lnstitution,Wash¨

ington,DC 20560,UoSoA.)

オーストラリアから得られたヒメジ科ヒメジ属の1新種

金 乗直・仲谷―宏
本論文 49(2):128-132

オーストラリアから得られた14個体に基づきヒメジ科ヒメジ

属の 1新種 のθ
“"s 
ααS施′Jαιを記載 した.本 種はヒメジじ

ブ名ρο
“
Jε

"S,Uα
ッ
““
θ″れ s,じ θЮs″ J`′′,び /raκθなJ,そ してび′οr′

の5種 と共に背鰭棘数が7であるグループに属する.のθκ
`"S

′α″zsは背鰭棘数が8であることが明らかになったので,このグ

ループから除外される.しかし,本種は鰍組が6-7+16-18(主

に7+17)であること,内翼状骨に歯を欠くこと,尾鰭上葉と下

葉にそれぞれ6本 と7本の黒色斑紋を有すること,そ して腹膜の

色が透明で小黒点が散在することで本グループのどの種とも容

易に区別できる.

(金 ;〒 561-756 韓国全北徳津区徳津洞1街 664-14 全北大

学校自然科学大学生物科学部 ;仲谷 :〒 041-86H 北海道函

館市港町 3-1-1 北海道大学大学院水産科学研究科多様性生物

学講座)

南日本より採集されたクロサギ科クロサギ属の1新種 Gιr“s″ル

crap力滋α物
“
s(新標準和名 :ヤマトイトヒキサギ)

岩槻幸雄 0木村清志・吉野哲夫

本論文 49(2):133-139

クロサギ科クロサギ属の 1新種G`r熔
“
J釧叩力′力αttzs(新標

準和名 :ヤマトイトヒキサギ)を記載した。本種は,現在のと

ころ和歌山県,高知県,宮崎県と鹿児島県志布志湾 (南東九

り`‖),お よび種子島から確認されており,イ ンド・西太平洋に広

く分布するイトヒキサギGノル
“̀κ
わS“s Cuvicち 1829に最も似る.

しかし,本種は側線鱗数が40-43(イ トヒキサギでは43-46),

眼径が体長の8-H%(体長の10-16%),吻長は眼径の93-143%

(75-112%),主 上顎骨の後端は鉛直的に虹彩の前縁に達する

(達 しない),および主上顎骨露出部の形状には変異がみられず,

二等辺三角形を呈する (概ね台形)な どによってイトヒキサギ

から区別される。

(岩槻 :〒 889-2192 宮崎県宮崎市学園木花台西 1-1 宮崎大

学農学部生物環境科学科 ;木村 :〒 517-0703 三重県志摩郡

志摩町和具 私書箱 H号 三重大学生物資源学部附属水産実
験所 ;吉野 :〒 903-0213 沖縄県中頭郡西原町千原 1 琉球

大学理学部海洋自然科学科)



θイ ノ0わ古hyoわgわ∂′Rθsθ∂rcわ禾□文要旨

中国広西壮族自治区から得られた腹鰭のないタイワンドジョウ

科魚類の1新種 GЙα
““
α
“
α

張 春光・ Prachya Musikasinthorn・ 渡辺勝敏
本論文 49(2):140-146

中国南部広西壮族自治区合浦の市場から採集された7個体の

標本に基づいて, タイワンドジョウ科タイワンドジョウ属の新

種働α″
“
α
“
鋭を記載した。本種は腹鰭がないこと,頭部が小さ

く丸みを帯びていること (頭長は標準体長の22.1-26.8%),両

眼間隔が狭いこと (頭長の 19.6-26。 7%),吻長 (標準体長の

3.6-5.1%),背 鰭前方長 (同 26.9-28.4%)と 胸鰭前方長 (同

24.848。 3%)が短いこと,47_51本 の背鰭鰭条,31-33本 の臀鰭

鰭条,55-63枚 の側線鱗,5.5-6.5枚の側線上方横列鱗,9-13枚

の頬鱗,53-55個の脊椎骨をもつこと,左右の下顎腹面に1-2

枚ずつの鱗をもつこと,黒褐色から黒色の体側上半部に8-11個

の不定形のバンド (しばしば “<"字型)ま たは黒斑が並ぶこ

と,尾柄部に白い縁取のある黒い眼状斑をもつこと,体側と背

鰭 0尾鰭に自点がまばらに散在すること,そ して上鰍 (空気呼

吸)器官の舌顎骨部突起の形状により, タイワンドジョウ科の

他種から区別される.働α″″α″鋭は,形態的に最も類似するコ

ウタイ(C αSJα′Jθα)と 同所的に分布する.

(張::Institute of Zoology9 Chinese Academy of Sciences,Zhong―

guancunlu 19,Haidian,BcJing 100080,P Ro China;Musikasinthorn:

Kasetsart University Museum of Fishe五 es, Faculty of Fisheries,

Kasetsa■ Universiじ ChatuChak,Bangkok 10900,Thailan軋 渡辺 :

〒164-8639 東京都中野区南台 1-15-1 東京大学海洋研究

所 ;現住所 :〒 630-8506 奈良県奈良市北魚屋西町 奈良女
子大学理学部)

河川性カジカ属魚類ハナカジカの東北地方における系統生物地

理

横山良太 0後藤 晃
本論文 49(2):147-155

北日本に分布するハナカジカの集団間の遺伝的分化およびそ

の東北地方における種内系統を明らかにする目的で,北海道の

8地点および東北地方のH地点から得られた計93個体を用い

て, ミトコンドリアDNAの制御領域の前半部分の塩基配列を決

定した.H地点のほとんどの集団は固有のハプロタイプで占め
られ,河川水系間で同一のハプロタイプを共有することはほと

んど見られなかった.検出されたハプロタイプについて制御領

域全域および周辺領域の塩基配列を決定して分子系統学的解析

をおこなった結果,ハ ナカジカは遺伝的に分化した (3.05-
3.H%)3つ の明瞭なグループに分けられ,その地理的分布はそ

れぞれ北海道,東北地方北部および山形県 (東北地方南西部)

に対応した.各 グループの分化年代は一般的なミトコンドリア

DNAの塩基置換率から約 1.5百万年前と推定され,各グループ

は更新世初期に分化したと考えられた.東北地方北部の集団で

構成されるグループのハプロタイプ間の遺伝的分化は1.84%と

大きく, またこの地域における河川水系間では同一のハプロタ

イプを共有しなかった.河川内集団は一つの系統を形成し,他

河川の系統とは遺伝的に分化していた.こ のように,地域間ま

たは河川間における遺伝的に分化したハナカジカの集団構造は,

主に長期間の隔離によるものと考えられる.ま た,集団間の遺

伝的分化は,本種が河川性および底棲性の生活史を送り,その

分散能力が著しく低いという生態特性により促進されたと考え

られる.

(〒 041-86H 函館市港町 3-1-1 北海道大学大学院水産科学

研究科育種生物学講座)

オホーツク海南部から得られたクサウオ科魚類の新種C″η
“
θ‐

″s′″滅歯
`“
sシ レトコビクニン (新称)

今村 央 0野別責博
本論文 49(2):156-158

オホーツク海南部 (知床半島沖水深400-700m)か ら採集さ

れた1個体のクサウオ科魚類に基づき,α照77′
“
s ρα″ガおεッs

sp.n∝ ,シ レトコビクニン (新称)を記載した.本種は背鰭条

数が50,臀鰭条数が44,脊椎骨数が 10+47=57,肋骨が2本 ,

14本の幽門垂は長くて尖る,鯉上感覚孔 (suprabranchial pore)
が2個 ,鰍孔が比較的狭い,胸鰭第 1軟条の基部は眼の中央部

とほぼ同じ高さに位置する,胸鰭下葉長が長い,腹吸盤が痕跡

的である,腹膜が暗色である,胃が黒色であるなどの特徴を持
つことにより,他のクサウオ科魚類から識別可能である。

(今村 :〒 041-86H 北海道大学水産学部内 総合博物館 ;野

別 :〒 041-86H 北海道大学大学院水産科学研究科環境生物

資源科学専攻)

南東オーストラリアから得られたダルマガレイ科Zη力θ
“`″
S

yJJysの幼期発育

福井 篤・鈴木 幸 0鈴木八千代・魚谷逸朗
本論文 49(2):159-164

南東オーストラリアから得られた83個体の仔魚 (体長 1.9-

17.5mm)に 基づいて,ダルマガレイ科Lリカο
“̀ε
たsy′J"sの 幼

期発育を記載した。本種の仔魚は,脊椎骨数 10+30-31=40-

41,お よび前屈曲期 (体長 1。9-4.7mm)で は背鰭伸長条が 1本

で,複数の黒色素胞が消化管に出現すること,お よび後屈曲期

以降 (体長8.0-17.5mm)で は腰骨後方突起に棘を有し,尾舌

骨,擬鎖骨,お よび上耳骨に棘を欠くことによつて,他の本科

仔魚とは識別される.本種の変態体長は15-18 mmで , ダルマ

ガレイ科の中で小さい。

(〒 424-8610 静岡県清水市折戸 3-20-1 東海大学海洋学部

水産学科)

長野県姫川源流部におけるLι′力ι″″″″おs“′ガの産卵活動と

産卵場の物理環境

高山光弘

本論文 49(2):165-170

スナヤツメニα力θ
“
たЮ
“
″おs″θ″jの生息環境を保全するための

知見を得るため,19984000年 に長野県の姫川源流部において,

産卵期間,産卵床の造成位置,産卵集団の個体数,雌雄比など

の産卵生態と,産卵床の水深,流速,底質を指標とした物理環

境を調査した.産卵期間は3月 中旬-5月 下旬であり,産卵盛期

は年によって異なるものの4月 上旬-5月 上旬であると考えられ

る.産卵集団1群の雌雄比の平均値は,1999年では1:2.8,2000
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年では1:2.4であり,両年とも雌よりも雄が多かった.全長は雌

で 103± 9mm,雄で 105± 9mmであり,他の河川のスナヤツメ
と比較するとやや小さかった.産卵床の造成位置は,産卵期間

の初期は調査区間の下流部に,終期は上流部に見られた。産卵

床は,水深5-70cm,流速 10-30 ctts,礫 径5-20 mmの 範囲の場

所に造成されていた。

(〒 390-0843 松本市高宮南 546-1(株 )総合環境研究所)

アフリカの河川に生息する■ル昭rα″″α属の記載および分類学

的位置

高橋鉄美・仲谷―宏

本論文 49(2):171-180

Boulenger(1899)は アフリカ・ザイール川の河口付近から得ら

れた標本に基づいて■ル鋸惚
““
α gracjル をベラ科の新属新種と

して記載した.その後,Myers(1939)は 本種の原図に鼻孔が一

対しかないことを根拠にカワスズメ科魚類に移した.し かし,
この特徴はベラ亜目に含まれる他の科でも観察される.そのた

め,本属の分類学的位置を別の形質によって再検討する必要が

ある。本研究では本属の内部形態を新たに観察し,以下の12形

質によって本属がカワスズメ科に含まれることを明らかにした.

閉顎筋2と 閉顎筋wが繋がらないこと,前者が角骨に広く挿入

すること,第 4上鯉骨が広がること,transversus dorsalis筋が4

つの部分に分かれること,前上顎骨と主上顎骨が緩く関節し,
独立して動くこと,胃 が前方に伸長すること,腸が胃と食道の

間から左側に出ること,腸の最初のループが体の左側に位置す
ること,上尾骨が2本であること,尾鰭の分岐軟条数が上下各7

本であること,第 1尾神経骨が尾部棒状骨に癒合しないこと,
そして尾鰭椎前第3椎体の血管棘が椎体と癒合すること.さ ら

に,本属をまとめる7つの共有派生形質を提示した.

(高橋 :〒 525-0001 滋賀県草津市下物町 1091 滋賀県立琵

琶湖博物館 ;仲谷 :〒 041-86H 函館市港町 3-1-1 北海道

大学水産学部生産基礎生物学講座)

カンボジア・ トンレサップ湖から得られたツバメコノシロ科魚類

の1新亜種比ゥ
“
ι
“
″S歿力
“
θ
`λ
ルカたおの記載,およびネオタイ

プ指定を伴うP“.燿物
“
θ働ルの再記載

本村浩之・ Mark ⅡoSab可

本論文 49(2):181-190

ツバメコノシロ科魚類乃物
"s“ `滋
κοθttJ′
“
θル
“
οθ力″Valen―

ciennes Jκ  Cuvier and Valenciemes,1831の 再記載を行った.従来

有効種であると考えられていた4公称種 GαルοJルs“ j"叩s Stein…

dachneち 1869,P bοr“
`θ“
sお Bleckeち 1857,13よ こドルJθ力JグJοκ力j′′

`rJ

Fowlet 1905と 原記載以来まったく報告されていなかった

P“
`滋“
ηzs Sauvage,1881は 前者の新参同物異名であることが

明らかになった.なお,本種のネオタイプを指定した.ま た,
カンボジアのトンレサップ湖から得られた3標本に基づき新亜種

P“.励′θおを記載した。Rゥ
“
θ
“"S“
.力b‖まP“.“θルκοθ力j″ と

比較して,吻長が長いこと (標準体長の7%vs.後 者では平均

6%),尾鰭上葉長が短いこと (平均 35%vs。 39%)な どによって

識別される。前者は現在のところトンレサップ湖 (カ ンボジア)

のみから知られており,後者はメコン川水系 (カ ンボジア・ベ

トナム)およびカリマンタン島 (マレーシア・インドネシア)に

生息する.

(本村 :〒 889-2192 宮崎市学園木花台西 1丁 目1番地 宮崎
大学農学部水産科学講座 ;Sab可 :Department of lchthyolog勇

Academy of Natural Sciences,1900 Bcttamin Franklin Par圏 可、

Philadelphia,Pellnsylvania,USA 19103-1195)

ロタ島におけるユカタハタ属2種のすみわけ

Terry J.Donaldson

短報 49(2):191-193

マーシャル諸島ロタ島における人の影響を受けていない珊瑚

礁おいて,同 所的に生虐、するユカタハタ属Cηあ滅リカJお ψj―

′″α″θと同属のニジハタの生虐、場所と分布水深を調査した。両

種は大きさ,形態,社会組織の点で類似したが,生息場所や分

布水深に差異がみられた.oジα′リカ′おψJJ″α″
`α

は水深 15-26

mの リーフスロープに見られ,その中のサンゴPrJた s″zsでよく

出現した.ニジハタは主として水深 1-12mの リーフテラスの上

部に出現した.2種のすみわけ様式は,競争的干渉や系統的な

制約によるものと推察されるが,その詳細は不明である.

(International Marinelife Alliance,University ofGuam Manne Labo…

rator"UOG Station,Mangilao,Guam 96923 UoSoA.)

″お増η″r“s滋′ι″rarは M′″働 rの古参異名

町田吉彦 0鐘俊生・遠藤広光・伍漢霧

短報 49(2):194-197

アシロ科の深海魚であるM偲
``gη
たr"sは胸鰭長が標準体長の

半分を超える特異な属であり,MJ″η
`κ
′θ″とMρ

“
θ′θrの 2種

を含むとされていた。それぞれの種はホロタイプのみに基づき,

同一著者により,同一の論文で記載された。本研究では,東シ

ナ海の沖縄舟状海盆,南 シナ海,マ ダガスカル沖ならびにパプ

アニューギニア沖で得られた本属の4個体を2種のホロタイプと

比較した.その結果,これら6イ団体の中で2型の存在は認められ

ず,特に両種を識別する上で重要とされていた背鰭条数と臀鰭

条数の差異は同一種内の変異と判断された.原記載では,大型

個体であるMJ“′θκ″θrの ホロタイプの頭部感覚孔は不明瞭で

あるが,小型個体であるM′
“
ι′θrのホロタイプのそれは明瞭

で,両者は異なるとされていた。しかしながら,Mj″ρθ″′οrの

ホロタイプとほぼ同じ標準体長である東シナ海の個体の頭部感

覚7Lは明瞭であつた.以上のことから,MJ“ρθ″′οrと M′″θ―

″οrは異名関係にあり,本属の模式種である″ ″″″′οr smith

and Radcli能 ,1913を 古参異名とした.本属の識別的特徴を示す

とともに,M Jzηθ″′ο″に対し著しく長い胸鰭にちなんだ新和名

ハゴロモアシロを提唱する.

(町田 0遠藤 :〒 780-8520 高知市曙町 2-5-1 高知大学理学

部自然環境科学科 ;鐘 :〒 783-8502 南国市物部乙200 愛媛

大学大学院連合農学研究科 ;鐘・伍 :中華人民共和国 200090

上海市軍工路 334 上海水産大学魚類学研究室)
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鹿島川と塩田川河口域におけるヤマノカミの産卵場

鬼倉徳雄・竹下直彦・松井誠―・木村清朗

短報 49(2):198-201

有明海に流入する鹿島川,塩田川の河口域において1996-
1999年 の 1-3月 にヤマノカミrracれた脇

“
sヵSCJαルsの産卵場を

調査した.産卵場は鹿島川の河口から1.1-2.31m沖 合,干潮時
の底層水の塩分が8-21の 地″点で見つかつた.主な産卵基質はカ

キ空殻であり,その内部には雄 1尾 ,雌雄のペア,雄 1尾 と数

卵塊の状態および雌雄のペアと数卵塊の状態が確認された.1
尾の雄が保護していた卵塊数は1.3± 0.4個であった。

(鬼倉・松井 :〒 811-3304 福岡県宗像郡津屋崎町津屋崎 2506

九州大学大学院生物資源環境学府附属水産実験所 ;鬼倉 現
住所 :〒 300-2635 茨城県つくば市東光台 5-13-11(株 )日本

紙パルプ研究所 ;竹下 :〒 759-6595 山口県下関市永田本町

2-7-1 水産大学校生物生産学科 ;木村 :〒 812-8591 福岡市

東区箱崎 6-10-1 九州大学大学院農学研究院 ;木村 現住
所 :〒 813-0011 福岡市東区香椎 4-2-24)

琵琶湖産ナマズの定型化された配偶行動

前畑政善

短報 49(2):202-205

1990-1997年 5-7月 に琵琶湖に面した水田地帯でナマズの配

偶行動を観察した.本種は琵琶湖水系の固有種であるビワコオ

オナマズ,イ ワトコナマズの産卵行動と同じく一定の連続性を

もった配偶行動を示した.す なわち,本種のそれは “追尾 ,

chasinピ',“絡みつき,clinging",オ スの締め付け動作 (squceZ―

ing)を伴う “巻きつき,enfolding",お よび産卵ペアによる “旋

回遊泳,circling"か ら成っていた.今回観察された本種の配偶

行動は,京都府下の大堰川水系から報告されている,小溝の流

水中で産卵するものとは大きく異なっていた.琵琶湖産ナマズ

の配偶行動は,水田のような止水環境への適応として分化して

きたことが考えられる.オスによるメスの体への締め付け動作
の役割は,メ スの体から卵を絞り出すのではなく,放卵を促す
ための儀式的デイスプレイであることが推察された.

(〒 525-0001 滋賀県草津市下物町 1091 滋賀県立琵琶湖博

物館研究部)

南日本から得られたヒラメ科ガンゾウビラメ属の2種,ヘラガン

ゾウビラメとテンジクガレイの仔魚

上田俊―・佐々本邦夫

短報 49(2):20← 209

土佐湾から採集されたヒラメ科ガンゾウビラメ属の2種,ヘ
ラガンゾウビラメ fb`励滋ο

“
b"s οε
"わ
εJ″おとテンジクガレイ

′αだJ“sの仔魚を記載した.ヘ ラガンゾウビラメ5標本 (体長

4.5-7.81rm,上 屈中一上屈完了)では背鰭前部の伸長鰭条は←7

本で,頭部棘と尾部色素胞の発達は悪い.テ ンジクガレイ3標

本 (体長 5。 3-8。 4mm,上 屈中一上屈完了)では伸長鰭条は12本

で,頭部棘の発達は良く,蝶耳骨上にも数本が並ぶ.

(〒 780-8520 高知市曙町2-5-1 高知大学理学部海洋生物学

研究室)


